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　吉備国平定のため朝廷から遣わされた吉備津彦命（き
びつひこのみこと）を祀る神社。第10代崇神天皇の御
世に吉備の国を平定した大吉備津彦命が永住した吉備中
山の麓の屋敷跡に社殿が建てられたのが神社のはじまり
とされています。江戸時代には、岡山藩主池田家の崇高
厚く、社領の寄進やご社殿の再建が行われました。
　ご本殿の北に位置する子安神社は、子宝に恵まれな
かった池田家藩主・池田利隆公が子安神社で祈願したと
ころ、たちまち名君として有名な光政公を授かったとい
う伝承から、子授け、安産の神として崇敬を集めています。
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　新年あけましておめでとうございます。
　昨年中は、組合運営に格別のご支援、ご協力を賜り
厚く御礼申し上げます。本年もどうぞよろしくお願い
申し上げます。
　昨年は景気は低迷を続け、印刷市場の縮小予測も年々
実績として実感するところとなってまいりました。ま
すます将来構想に真剣に取り組まなければならないと、
思いを強くしております。
　岡山県印刷工業組合は、昨年、「BCP」を基に「災害
時に於ける支援協力に関する基本協定」を鳥取県・島
根県工組との間で締結しました。そして、昨年は組合
創立 60 周年を迎え「未来に向けてのメッセージ」を
コンセプトに記念誌を発刊、また、10月には岡山県印
刷関連産業協議会の皆さんと「PRIC フォーラム岡山
2015」を開催し、セミナーや展示会を行い、多くの方々
にご来場いただき、いずれもご好評を頂くことができ
ました。
　2014年１月から２年間にわたり行ってまいりました
厚生労働省の助成金事業「中小企業労働環境向上事業」
も昨年 12月で無事終えることができました。この事業
は、多少なりとも組合員皆様のお役に立てたのではな
いかと思っております。どの事業をとりましても、ひ
とえに組合員皆様のご協力とご理解を頂いた賜と深く
感謝申し上げます。
　今年は全印工連から「印刷産業新成長戦略 2025 計
画」が発表されます。発刊され次第、組合員皆様にお
知らせいたしますが、この「2025計画」を踏まえた活

動を軸として今年度も事業に取り組みます。特に、昨
年からの継続事業としまして「BCP の啓蒙活動」及び
それを通じての組合員間の交流の活性化、官公需対策、
MUDの活用、CSR への取組、また、印刷業の社会的
認知度の向上、化学物質に対するリスクアセスメント
対応等、岡山県印刷関連産業協議会とも連携しながら
事業を行ってまいります。
　組合創立 60周年の節目を終え、さらに 20年後、30
年後を見据えて業界を発展させていけるような組合活
動が継続できるように、そして、組合員皆様の現状の
課題、将来に向けての課題の解決に少しでもお役に立
つ事業に取り組んでまいります。
　最後になりましたが、2016年が皆様にとって良い年
になりますように祈念するとともに、本年も組合員各
位の積極的な組合活動へのご参加、ご協力をお願い申
し上げまして新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶

岡山県印刷工業組合

理 事 長

大 塚 泰 文
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　明けましておめでとうございます。
　旧年中は、当連合会に格別のご支援とご協力を賜り
ましたことを厚くお礼申し上げますとともに、本年も
一層のご指導を賜りますようお願い申し上げます。
　また、昨年 10月に行いました「全印工連創立 60周
年記念行事」では、900 名を超える方々にお集まりい
ただき、60周年という節目を盛大に祝うとともに全印
工連の団結と協調、さらには将来の業界発展に向けて
の強い気概を再確認することができましたことは、全
国の印刷工業組合の役員、組合員、関連業界の皆様の
ご理解とご協力の賜物と深く感謝を申し上げる次第で
す。
　さて、昨年は、議論を呼んだ安全保障関連法が成立
し、「マイナンバー法」も施行されました。また、GDP
の２四半期連続のマイナスが発表され、景気は足踏み
状態が続いています。国外では、ギリシャの金融危機、
TPP の大筋合意、フランス・パリでの連続テロ事件な
どがあり、国内外ともに先を見越すことが難しい混沌
とした状況にあります。
　このような中、今年、全印工連では「印刷産業新成長
戦略 2025 計画」を発表します。環境、地域創生、女
性活躍、ダイバーシティ、CSR などの様々な座標軸か
ら印刷産業の新しい立ち位置を考え、自らが印刷に繋
がる新しいプロセス変革を興し、地域経済、延いては
日本経済に貢献でき得る事業者へ成長するためのシナ
リオです。加えて、これまでとこれからの Insatsu と
人とのつながり、22世紀の印刷人に向けたメッセージ、

印刷組合のこれからの在り方など、中小印刷業界の発
展の可能性に満ち溢れた示唆に富んだ内容となってお
り、これまでソリューション・プロバイダーへの進化（深
化）で研究し、実践してきたことがさらに大きく拡が
る幾多のチャンスが説かれています。
　61 年目を迎えた全印工連、「印刷産業新成長戦略
2025計画」という新しい魅力的なステージに登るため、
日本全国の組合員企業とともに、自信を持って大きな
一歩を踏み出す年にしたいと考えております。
　結びに、2016年が皆様にとって明るく希望に満ちた
素晴らしい一年となりますよう心から祈念いたしまし
て、年頭のご挨拶といたします。

新年のご挨拶

全日本印刷工業組合連合会

会 　 長

島 村 博 之
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■ 平成 27 年 11 月 26 日（木）  ■ レストラン西川

　第３回理事・監事合同会議が、11月 26 日（木）午
後２時からレストラン西川で開催された。事務局より
出席理事の報告があり、大塚理事長が議長になり議事
が進められた。以下、各議案が事務局より提案・報告
され審議が行われた。

１．平成 27年度上半期事業報告について
　事業報告については、厚生労働省助成金事業「労働
環境向上事業」の２年目の事業が中心に行われ、その
具体的な事業内容について月別に開催された内容が報
告された。
　特に、今年度は「組合創立 60周年」を記念して「事
業継承の戦略と行動」と題して記念誌を発刊、また、各
セミナー開催の中でも「BCP 事業継続」セミナーを開
催し、災害時の対応や対策について研修会を開催した。

２．�「災害時支援協力」の取り組みと今後の進め方（案）
について

　事務局から７月２日に鳥取県・島根県工組と締結し
た「災害時支援協力協定」の確認と、岡山県工組とし
ての取り組みと進め方について提案があった。
　組合としては、支援組織や支援内容について具体的
な組合員への提案を行い、充分な理解の基に進めるこ
ととし、当面、支部会などを通じて組合員の理解を求
めることとした。
　尚、岡山県印刷工業組合の組合員に対する「災害支援」
については、別記の通りとした。

３．10月「労働環境向上事業」実施報告について
　10月に開催した事業について、事務局から報告がな
された。

　１）「PRIC フォーラム岡山 2015」実施報告について
　　　�10 月７日（水）に第一セントラルビル１号館で

開催されたフォーラムについて、事務局から開
催までの経緯と開催当日の状況について報告が
行われた。

　　　�今後、この「PRIC フォーラム岡山」をどう継続
していくかは、岡山県印刷関連産業協議会の役
員会で決定することとした。

　　　�また、協議会企画委員会の三村副理事長からは、
実行委員会の責任者として取り組んできた経緯
や事後の反省会の内容報告があった。

４．全印工連「第３回理事会」報告について
　11月 19 日（木）に東京で開催された「理事会」の
報告が大塚理事長から行われた。各委員会報告の他、各
種アンケート調査の協力度合いが悪く、特に「印刷用紙」
の値上げや官公需に対するアンケートの回収率が悪い
ので再度徹底して欲しいとの要望も報告があった。

５．その他
①�中小企業団体中央会「創立 60周年記念式典」組合功
労者表彰について
　�　11 月５日（木）に開催された式典で、組合から４
名が表彰されたことが報告された。
　〈表彰受賞者〉�藤原直樹氏、安井英規氏、大塚泰文氏、

栗平靖彦氏
②「新年互礼会」開催について
　�　来年１月 15日（金）に開催される「新年互礼会」
の実施要領について、事務局から説明がなされた。

　平成 27 年度　「第３回理事・監事合同会議」開催
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　地震、風水害などの重大な災害が起きたとき、被害に遭った組合員への救助・支援活動を行う手段・方法を以下の
通り定める。

１．岡山県印刷工業組合の「災害支援」組織（案）
組織図 　※支部単位の組織とする

　　本部組織：本部長　理事長　副本部長　副理事長

２．災害が起きて組合員が被災した時の連絡網（案）

　①被災した組合員は、支部長へ被災内容と支援要請内容を連絡する。
　②支部長は本部へ被災内容と支援内容を報告
　③本部は対策会議を招集して、支援可能な組合員の選定と協力依頼を行う
　④依頼された組合員から被災組合員へ連絡し支援協力を行う

３．被災した組合員に対する支援内容について（案）
　①印刷機械が水に濡れて使用不可能になった場合の印刷代行
　②印刷資材が使用不可能～印刷用紙、インキなどの補充
　③保管倉庫が使用不可能～保管倉庫の提供　　　　　　　等
　※基本的には、業務上の支援とする。
　※今後、この（案）を基に支部内で検討し、個々の組合員の対策と併せ検討する。

岡山県印刷工業組合「災害支援」体制（案）

支部長 対策本部 対策会議 支援可能企業被災組合員

岡山東支部

岡山西支部

岡山南支部

岡山北支部

津山・真庭

本

　
　部

支部長

支部長

支部長

支部長

支部長

組合員

組合員

組合員

組合員

組合員

※支部組合員名簿
　①所在地
　②従業員数
　③保有機械
　④印刷の種類
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原則として、出張時の移動時間は、必ず
しも労働時間に算入する必要はありませ
ん。

　出張中の移動時間は、通勤時間と類似したものと考
えられるため、時間外手当の対象とはならないとする
のが一般的です。
　判例では、「出張の際の往復に要する時間は、労働者
が日常出勤に費やす時間と同一性質であると考えられ
るから、所要時間は労働時間に算入されず、したがっ
てまた時間外労働の問題は起こりえないとすると解す
るのが相当である」（日本工業検査事件・横浜地判川崎
支判昭和 49年１月 29日）とあります。
　但し、次の①～③については、出張や勤務地までの
移動時間が労働時間とみなされる場合がありますので、
ご注意ください。
①�印刷物や商品・機材を運搬することを主たる業務で
ある場合
②�会社に立ち寄ることを命じられている場合
　�一度会社に出勤してから出張先まで移動したり、出
張先から会社に立ち寄った後、帰宅することを指示
されたりしている場合は、会社と出張先の間の移動
時間は労働時間として扱われます。移動時間を労働
時間としないためには、できるだけ直行直帰を命じ
るようにしてください。

③上司が同行しての出張の場合
　�上司と共に移動する場合は、会社の指揮命令が及ん
でいて自由な行動が制限されていると考えられます
ので、移動時間は労働時間として扱われる可能性が
ありますので、ご注意ください。
　長時間の移動が労働時間にならないために、従業員
に別途移動手当を支給されておられる企業もあります。

労務問題

Q

A

A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q

出張時の移動時間は労働時間に入れなければならないのでしょうか？

■ 岡山労働局からのお知らせ ■

～必ずチェック！
 最低賃金、使用者も、労働者も。～

岡山県最低賃金・時間額

735 円（平成 27 年 10 月２日）
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調査結果の概要

　経済産業省が我が国の製造業の実態を明らかにするため、毎年 12月 31日現在で工業統計調査を実施しており、平
成 25年「岡山県工業統計調査結果（従業者４人以上事業所）」の概況は次の通りです。

全体の概況

●事業所数は、3,526 事業所で前年（平成 24年）に比べ 135事業所（前回比�▲ 3.7％）の減少
●従業者数は、141,340 人で、前年に比べ 1,263 人（▲ 0.9％）の減少
●製造出荷額等は、７兆 6,736 億 81百万円で、前年に比べ 456億 41百万円（0.6％増）の増加
●付加価値額は、１兆 8,972 億７百万円で、前年に比べ 1,961 億 82百万円（11.5％増）の増加

印刷・同関連業

　印刷・同関連事業所数、従業者数、製造品出荷額は、下表の通りです。
１．事業所数は、169事業所で、前年比�▲６事業所（▲３％）減少
２．従業者数は、5,294 人で、前年比�▲ 73人（▲２％）減少
３．製造品出荷額は、153,818 百万で、前年比 2,111 百万（101.4％）の増加

事業所数 従業者数（人） 製造品出荷額（億円）

24年 25年 前年比 24年 25年 前年比 24年 25年 前年比

175 169 ▲６ 5,367 5,294 ▲ 73 1,517 1,538 101％

平成 25 年　岡山県工業統計概要（製造業全体 従業者４人以上の事業所）

 組 合 員 の 動 き
〈新規加入〉
会社名　株式会社　ミツワ
代表者　代表取締役　岡田　昌高
住　所　岡山市南区妹尾 2802
加入月　平成 27年 12月１日

■ お 知 ら せ ■

組合のホームページをリニューアル

組合のHPを 12月にリニューアルしました。
従来よりも情報を早くお届けします。
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　明けましておめでとうございます。昨年は、組合
創立 60 年の年でした。新しいスタートの年として、
皆様にお役に立つ事業を推進します。
　今年もよろしくお願いいたします。
 （Ｋ）

 編 集 後 記

大阪市天王寺区堂ヶ芝2丁目13番18号大阪支店/〒543-0033
TEL.06-6771-5568　FAX.06-6772-9661

岡山県洋紙商連合会
㈱石 本 洋 紙
 岡山市北区大内田 769-5 TEL.292-8500

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL. （0868）23-2154

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234

㈱ペーパーックス岡山
 岡山市北区大内田 715-2 TEL.292-5131

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱光 畑 紙 店
 岡山市北区北長瀬本町 13-3 TEL.255-6788

　今年もよろしくお願いいたします。




